風土記のテキストの現状と課題 by 林崎 治恵 et al.
　風土記のテキストは、現在何種類もの本が刊行されている。テキストには風土記を読解するために必要な校訂本文、校異注、訓読文、本文理





















































































































































































































































とづいて、恣意的な改変を避けながら﹂ 、 ﹁信頼できる本文を示す﹂ ある 五風土記



































































さしく校訂本文と校異のみを記す校訂本である。その校訂 、田中氏が持っている、校訂に対する独自の見解によった方法で行われている。氏の独自の見解とは、底本の選定のしかたと諸本と 異同の 方にある。そ は 現行の 諸本 な で最も優れたと思われる校訂 を底本とする いう とと、諸 に異同 ある字句と、底本を改訂し 字句を一目瞭然に判別できるように﹁
○﹂印と﹁
●﹂印で区別していること











︵以下、大系本﹃風土記﹄という。 ︶である。大系本﹃風土記﹄は、例えば常陸国風土記の校訂で﹁近世唯一の校訂板本である西野宣明 訂正常常陸国風土記の本文が殆どそのままに踏襲せられている現状を打破するに努め ﹂
( 注
15)と記されることからもわ

















































磨国風土記﹄ ︵二〇一六年二月︶が発刊さ た これにて 第一期の﹁国史古記録﹂全六巻が完結した。収められている播磨国風土記 古写本は現在国宝 指定され、これまでに古典保存会による和綴じの影印本︵一九二七年三月︶や ﹃天理図書館善本叢書
� 和書之部
� 第一巻︵古代史籍集︶ ﹄ ︵一九七二年七月︶が刊行されていたが、今回
はカラー版であるので、どのような巻子本であるのか等状態がよくわかり 研究者にとってはたいへん り たい。 だ、古典保存会影印本 は確認できた文字が今回のカラー版で 判読困難 なって るものがあり、それら うち主な一六 所については解題のなか 示さ てい 。
︵注
22︶こういったことを対比させて見ることができると、























とはできないだろうか、ということ る。例 ば、新編全集 は読者層を一般にも広げ、見開き二ページに本文・訓み下し文・現代語訳・頭注を載せ 形式で作られている め 紙幅の都合で本文文字を改訂した場合の校訂経路が示されないなど、研究のためのテキストとしては残念な形にならざるを得ない。著者の最新の研
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旧字は新字に改める、俗字・異体字の類は通行の字体に改める という方針 できている。出版される校訂本は、同様な校訂方針 たて ことが多いようであるが、字体につ ても今後はさら研究が深められていくであろう。例えば、写本の字体が尊重されるべきことについては、大舘真晴氏が、播磨国風土記 三條西家本の字体を木簡や正倉院文書などの表記例と比較して 風土記の編纂当時の文字遣い 残っている可能性が高いことを指摘した。
( 注
23)� 三條西家本は平安末期の古写本で現存写本唯一の祖本
















































































































































































































印本と﹁改訂本﹂の両極に移行すべきではないかという考えを示している。いずれも研究のためのテキストとしての工夫であるが、 ﹁現行の校訂活字本を、思ひ切って読みやすく編集すること﹂は一般読者の便にも有用であろう。 ︵ ﹁日本紀の天武天皇元年紀
� ?
改訂本
?﹂田中卓著作集５﹃壬申の乱とその前後﹄ ︵国書刊行会
� 一九八五年
九月︶所収︶
―
２０１６・３・
22受稿、２０１６・３・
24受理
―
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